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1.はじめに
　本工事は、平成２３年９月１５日発生の台風１５号による災害復旧に伴う県道１５０号線の
地下横断歩道の屋根修繕工事であり、当初７基分を弊社受注した。
地元の早期復旧要望が強くあったことから、変更時に１基増加し、合計８基の屋根アーケード
部を修復した。

1-1　工事概要

(1) 工事名 ： 平成23年度[第23-I3643-01号]（国）150号県単交通安全施設維持工事
（地下横断歩道修繕工）

(2) 発注者 ： 静岡県 島田土木事務所 所長　渡邉 良和

(3) 工事場所 ： 焼津市　三ヶ名　地内外

(4) 工期 ： 平成２４年１月２０日～平成２４年３月２３日

(5) 主要工種 ： 延長L=120mの中に8基の地下横断歩道出入口の屋根修繕工
屋根修繕工　アーケード部総面積454m2

1-2　代表的な工事個所の平面図と構造図

平成23年度（国）150号県単交通安全施設維持工事 （地下横断歩道補修工） 

   屋根補修工 Ｎ＝7箇所 （三ヶ名Ｎ＝4箇所、ＪＲ西Ｎ＝1箇所、小土Ｎ＝2箇
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屋根補修工 三ヶ名Ｎ＝4箇所 



2.施工方法

①　既存下地鉄骨にゴム棒を施設する。
②　アーケード部にはポリカーボネートを設置する。
③　ﾎﾟﾘｶｰﾎﾞﾈｰﾄ保護用ｺﾞﾑｼｰﾄ及び押えフレームをあてた後、ビス固定する。

以上の工法の繰り返しで、一箇所の屋根に主に１５か所のポリカーボネートを
取り付けて完成する。

組立図

構造図  

ポリカ板保護用ゴム棒 

ポリカ板 

990×3850×5 

ポリカ板押え用フレーム 

７０×４０９５×５ 

ポリカ板保護用ゴムシート 



3.　創意工夫

本工事は、中心気圧950hPa、最大風速45m/sもの台風による被害で、屋根が破損したため、
押えフレームに着目し、より強固にポリカーボネートを固定することを提案させていただいた。
下図にその固定方法を図示する。

フレーム補強した組立図

フレーム補強

フレーム補強

フレーム補強後の完成写真

ジョイント 

１４ｐ 

ポリカ板保護用ゴムシート 

４０×９００×２ 

ポリカ板押え用アルミ板Ａ 

５０×９２０×５ 



4.　考察

工期最終日の平成24年3月23日に無事引き渡しを終え、平成24年6月末時点において、
台風4号をはじめとする暴風域におけるその後の被害はまだ出ていません。
強固な固定に依るアーケードの修繕工事ができたことで、地元住民をはじめ発注者管理
の維持修繕課様にも大いによろこんでいただけた工事でした。
　近年発生する災害は、想定規模を絶するものが多いため、原因追求とその対策は、
探究心を持って講じるべきだとういうことを痛感する工事でした。発注者側ともよく協議の
上、講じられる工夫は大いに行うべきだと確信することができました。

5.　工事写真 代表箇所：焼津市小土地区

着手前 小土地区地下道アーケード

完成 小土地区地下道アーケード


